
12N
o

.722

広
報
し
い
ば

撮
影

：
平

成
2

5
年

1
1

月
1

0
日

・
椎

葉
平

家
ま

つ
り

2
0

1
3

8
0

0
年

の
時

を
超

え
再

会
那

須
大

八
郎

と
鶴

富
姫



  

『
ひ
え
つ
き
節
』

庭
の
山
椒
の
木

鳴
る
鈴
か
け
て

鈴
の
鳴
る
と
き
ゃ

出
て
ご
ざ
れ

鈴
の
鳴
る
と
き
ゃ

何
と
言
う
て
出
ま
し
ょ

駒
に
水
や
ろ
う
と

言
う
て
出
ま
し
ょ

和
様
平
家
の

公
達
流
れ

お
ど
ま
追
討
の

那
須
の
末
よ

那
須
の
大
八

鶴
富
お
い
て

椎
葉
た
つ
と
き
ゃ

目
に
涙
よ

　

一
一
八
五
年
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
源
氏
に
敗
れ
た
平
家
の

落
人
た
ち
は
、
山
深
い
椎
葉
の
地
に
逃
げ
延
び
、
つ
つ
ま
し

い
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
平
家
の
一
族
の
こ
と
を
知
っ
た
源
頼
朝
は
、
那
須
大

八
郎
宗
久
に
落
人
討
伐
を
命
じ
ま
す
。
し
か
し
、
椎
葉
の
地

で
大
八
郎
が
目
に
し
た
の
は
、
か
つ
て
の
栄
華
を
み
じ
ん
も

感
じ
な
い
貧
し
く
暮
ら
す
落
人
た
ち
の
姿
で
し
た
。

歌
い
、語
り
継
が
れ
る

悲
恋
の
物
語
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『
ひ
え
つ
き
節
』

庭
の
山
椒
の
木

鳴
る
鈴
か
け
て

鈴
の
鳴
る
と
き
ゃ

出
て
ご
ざ
れ

鈴
の
鳴
る
と
き
ゃ

何
と
言
う
て
出
ま
し
ょ

駒
に
水
や
ろ
う
と

言
う
て
出
ま
し
ょ

和
様
平
家
の

公
達
流
れ

お
ど
ま
追
討
の

那
須
の
末
よ

那
須
の
大
八

鶴
富
お
い
て

椎
葉
た
つ
と
き
ゃ

目
に
涙
よ

　

平
家
落
人
た
ち
の
あ
ま
り
の
貧
し
い
暮
ら
し
に
追
討
を
断

念
し
た
大
八
郎
は
、
落
人
た
ち
に
農
耕
の
手
ほ
ど
き
を
し
、

厳
島
神
社
を
勧
請
す
る
な
ど
し
て
、
と
も
に
椎
葉
で
暮
ら
す

よ
う
に
な
り
ま
す
。
や
が
て
、
大
八
郎
は
平
家
の
末
裔
で
あ

る
鶴
富
姫
と
恋
に
落
ち
ま
す
が
、
鎌
倉
か
ら
帰
還
の
命
が
下

さ
れ
る
の
で
す
。

　

す
で
に
懐
妊
し
て
い
た
鶴
富
に
「
男
子
が
産
ま
れ
た
な
ら

ば
我
が
故
郷
下
野
の
国
へ
、
女
子
な
ら
ば
遣
わ
ず
に
及
ば
ず
」

と
言
い
残
し
椎
葉
を
後
に
す
る
の
で
し
た
。

　

月
満
ち
て
鶴
富
は
女
児
を
出
産
し
、
親
子
共
々
、
椎
葉
の

地
で
穏
や
か
な
日
々
を
送
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
人
の
悲
恋
物
語
を
歌
っ
た
「
ひ
え
つ
き
節
」
は
、

今
も
こ
の
地
で
歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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11
月
８
日
か
ら
10
日
の
３
日
間
、
椎

葉
街
道
が
源
平
ロ
マ
ン
に
包
ま
れ
る
中
、

県
内
外
か
ら
１
万
８
千
人
の
観
光
客
が

椎
葉
を
訪
れ
、
今
年
も
「
椎
葉
平
家
ま

つ
り
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
最
終
日
は
、
誰
も
が
パ
レ
ー

ド
は
無
理
か
な
と
思
う
よ
う
な
強
い
雨

が
朝
か
ら
降
り
注
い
で
い
ま
し
た
が
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
願
い
が
叶
う
か

の
様
に
、
パ
レ
ー
ド
の
時
に
は
雨
が
上

が
り
、
無
事
に
全
行
程
を
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
日
間
を
通
し
て
、
椎
葉
を
訪
れ
た

観
光
客
の
皆
さ
ん
は
、
神
楽
や
ひ
え
つ

き
節
、
臼
太
鼓
踊
り
な
ど
、
椎
葉
に
伝

わ
る
多
く
の
郷
土
芸
能
を
観
賞
、
ソ
バ

や
猪
肉
の
塩
焼
き
な
ど
の
特
産
品
を
食

べ
て
、
心
も
お
腹
も
椎
葉
を
満
喫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
日
に
行
わ
れ
た
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
山
本
譲
二
さ
ん
に
よ
る
平
家

の
里
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
立
ち
見
の
お
客

さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
程
大
盛
況
で

し
た
。

　

祭
り
の
メ
イ
ン
で
あ
る
「
大
和
絵
巻

武
者
行
列
」
は
、
勇
ま
し
い
武
者
姿
の

源
氏
方
と
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま

と
っ
た
平
家
方
の
姿
は
ま
る
で
８
０
０

年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ

う
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
魅
了
さ
れ
ま

し
た
。

椎
葉
平
家
ま
つ
り
２
０
１
３

椎葉平家まつり２０１３の主役たち

那須 大八郎
那

な

須
す

 優
ゆ う

一
い ち

郎
ろ う

 さん
（28歳・不土野 古枝尾下）

観光しいば
甲

か

斐
い

 千
ち

秋
あ き

 さん
（27歳・福岡県・尾向出身）

鶴富姫
椎
し い

葉
ば

 彩
あ や

香
か

 さん
（23歳・日向市）

久
く

壽
す

米
め

木
ぎ

 聡
そ う

伍
ご

 さん（10歳・針金橋）

椎
し い

葉
ば

 沙
さ

菜
な

 さん（10歳・尾手納）

椎
し い

葉
ば

 瑞
み ず

基
き

 さん（10歳・向山日当中）

大
お お

森
も り

 萌
も え

 さん（10歳・上椎葉下２）

子
ど
も
大
八
郎
・
鶴
富
姫

【
９
日（
土
）】

【
10
日（
日
）】
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椎
葉
平
家
ま
つ
り
３
日
間
を
写
真
で
振
り
返
り
ま
す
。

11月８日（金）
プレイベント

撮
影
：
広
報
担
当 

梅
吉

　
　
　
甲
斐 

春
香 

さ
ん

鶴富姫法楽祭

下関上臈道中

下関上臈道中

海峡上臈絵巻海峡上臈絵巻

弓通し上椎葉神楽「かんしい」琵琶演奏「川嶋信子さん」
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11月９日（土）
２日目

郷土芸能の夕べ

村椎神楽「弓証業」 1日名誉村民証交付式

ひえつき節

小崎やんぼし踊り民謡会 平家大いちょう太鼓

栗の尾神楽「弓の正護」泰平楽向山日添神楽「森の弓」

稚児行列 子ども大八郎・鶴富姫

化粧の水

やまびこ発表会

やまびこ発表会 オープニングセレモニー

観光しいば

那須大八郎
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11月10日（日）
３日目

平家の里コンサート「山本譲二さん」

ひえつき節踊り

古郷太鼓 扇一座

子ども大八郎・鶴富姫

十根川神楽「森神楽・弓の手」 栂尾臼太鼓踊り

宮崎学園ミニコンサート
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【自治功労】
　東 春男 様（72歳・佐礼住宅）
　　元 交通指導員（17年）
　　元 日向支部交通安全協会
　　　 椎葉支部役員（15年）

　椎葉 幸男 様（76歳・上椎葉下３）
　　元 日向地区交通安全協会
　　　 椎葉支部役員（15年）

村政功労者表彰

椎葉平家まつり2013  関連イベント表彰者（敬称略）

農産物品評会 ■カボチャの重さ当てクイズ
　【参加者】250人
　【正解者】２人
　答え：大 21.2㎏　小 3.3㎏
■椎葉の農業クイズ
　【参加者】58人　全７問
　【正解者】４人
　　※７問中６問正解　

【ホタ木の部】優等
　那須 久市（上椎葉 尾田山中）

【間伐の部】壱等賞
　黒木 忠（小崎 川ノ口）

【苗木の部】壱等賞
　椎葉 好美（大河内 大藪）

【根菜の部】優等：ダイコン

　椎葉 ユキ子（大河内 合戦原）

【葉菜の部】優等：ホウレンソウ

　尾前 里子（尾向 水無）

【特用および果実】優等：イチゴ

　椎葉 義光（尾向 向山日添）

【花きの部】優等：デルフィニウム

　椎葉 義光（尾向 向山日添）

【飼料カボチャ】優等

　中竹 數夫（松尾 栗ノ尾）

林業コンクール

おわりに･･･

おまけ！

プレゼントコーナー

　盛会のうちに終了した椎葉平
家まつり２０１３。華やかな表舞
台の裏では、スタッフ・関係者
の皆さんが頑張っていました。
　夜遅くまで残業して準備から
まつりの運営をした地域振興課
職員の皆さん、割り当てられた仕
事を頑張ってくれたスタッフの皆
さん、来場された人を温かくおも
てなししてくれた村民の皆さん。
　３日間のまつりが無事終了し
たのも皆さんのおかげです。本
当にお疲れ様でした。ありがと
うございました。

広報担当しか入れない場所で撮影した
写真です。

①「山本譲二」サイン色紙（５名様）
②おつるちゃんタオル（５名様）
ハガキに住所・氏名・年齢を書い
てご応募ください。
※１月１４日（火）消印有効

■申込先
　〒883-1601
　宮崎県東臼杵郡椎葉村
　大字下福良 1762 番地 1
　椎葉村役場 総務課
　「広報しいば」プレゼント係
① ②

①待機中の大八郎。なかなかお茶目。②鶴
富屋敷の控室。何人いるんでしょう？？ 
③化粧の水に向かう２人。④綺麗に並んだ
甲冑。かっこいいですね。⑤十二単を着付
け中の姫。

②

⑤ ④

③

①
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四 季 部 門

入賞者発表！
「第12回椎葉の四季フォトコンテスト」に、今年もたくさんの応募が
ありました。厳正な審査の結果、入賞した作品を発表します。

第12回「椎葉の四季」
フォトコンテスト

主　催：椎葉村観光協会
協　賛：富士フイルムイメージング（株）
　　　　福岡営業所
審査員：小川 穰

みのる

 氏（日本写真芸術学会会員）

イ ベ ン ト 部 門

磯崎 一恒 さん（熊本県）　 猿渡 英幸 さん（鹿児島県）
荒木 哲美 さん（熊本県）　 嶋田 晃子 さん（鹿児島県）
北村 達之 さん（佐賀県）

舞手と女の子との「にらめっこ」は、ほほえましいシー
ンです。２人の動きも素晴らしく、思い切りクロー

ズアップして、印象の強い作品となりました。

「にらめっこ」牛島 健一 さん（熊本県）

写
真
を
見
て
「
明
る
い
シ
ー
ン
」

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
明
る
く
澄

み
切
っ
た
青
空
の
下
で
の
田
植
え
。
美

し
い
自
然
と
生
活
が
出
て
い
ま
す
。
田

と
背
景
を
広
く
入
れ
た
の
で
ス
ケ
ー
ル

感
も
出
ま
し
た
。

「里山田植」
林田 豊 さん（熊本県）

井上 克幸 さん（長崎県）　 浦津 辰男 さん（熊本県）
前田 正憲 さん（熊本県）　 大社 正照 さん（鹿児島県）
北村 達之 さん（佐賀県）

入  選（賞金５千円）

特　

選
（
賞
金
５
万
円
）

評

準
特
選
（
賞
金
３
万
円
）

評
神
楽
の
「
し
ば
ひ
き
」
場
面
を
、

素
晴
ら
し
い
撮
影
テ
ク
ニ
ッ
ク
で

動
き
の
あ
る
迫
力
で
表
現
し
て
い
ま

す
。
ス
ト
ロ
ボ
の
ス
ロ
ー
シ
ン
ク
ロ
で

舞
手
２
人
の
動
き
に
ブ
レ
を
入
れ
た
の

が
効
果
的
で
す
。

「しばひき」
新堀 栄次 さん（熊本県）

評

奨
励
賞
（
賞
金
２
万
円
）

椎葉の自然と恵みを表現した作品です。
手前の「そばの花」「実りの稲穂」「紅葉がはじまっ

た山」など訪れたくなるシーンです。また、光と雲の入れ
方が素晴らしい。

「山間の恵み」松村 洋一 さん（熊本県）

評

前
田 

正
憲 

さ
ん
（
熊
本
県
）

北
村 

達
之 

さ
ん
（
佐
賀
県
）

岡田 孝一 さん（熊本県）

松
村 

洋
一 

さ
ん（
熊
本
県
）

新堀 栄次 さん（熊本県） 嶋岡 伸好 さん（宮崎県）
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椎葉
晃充
村長の

11月の
動き

５
日　

国
道
３
２
７
号
整
備
促
進
期
成

　
　
　
　

同
盟
会
要
望
活
動（
宮
崎
市
）

６
日　

全
国
町
村
会
長
会
・
政
務
調
査
会

　
　
　
　
（
～
７
日
）

７
日　

急
傾
斜
補
助
金
交
付
式

８
日　

椎
葉
平
家
ま
つ
り（
～
10
日
）

12
日　

町
村
会
理
事
会（
宮
崎
市
）

13
日　

九
州
８
県
赤
十
字
大
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
・
～
14
日
）

15
日　

全
国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

　
　
　
　

定
期
理
事
会
・
定
期
総
会
・

　
　
　
　

要
望
活
動
（
東
京
都
）

18
日　

高
山
観
光
大
使
喜
寿
祝（
東
京
都
）

19
日　

全
国
治
水
砂
防
促
進
大
会（
東
京
都
）

　
　
　

全
国
町
村
会
長
会

　
　
　

宮
崎
県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

20
日　

全
国
町
村
長
大
会（
東
京
都
）

　
　
　

九
州
地
区
自
立
町
村

　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
会

21
日　

全
国
山
村
振
興
連
盟
総
会（
東
京
都
）

25
日　

12
月
補
正
予
算
査
定（
～
26
日
）

　
　
　

指
名
審
査
会

26
日　

広
域
連
合
議
会（
日
向
市
）

　
　
　

木
材
支
援
補
助
金
交
付
式

　
　
　
　
（
内
ノ
八
重
）

27
日　

一
般
職
員
採
用
２
次
試
験

　
　
　

平
成
26
年
度
当
初
予
算

　
　
　
　

編
成
方
針
説
明
会

28
日　

自
家
用
有
償
運
送
第
２
回
検
討
会

　
　
　
　
（
東
京
都
）

　
　
　

安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り
を

　
　
　
　

求
め
る
全
国
大
会

29
日　

治
水
事
業
促
進
全
国
大
会（
東
京
都
）

30
日　

宮
内
庁
訪
問（
東
京
都
）

村のできごと

　

11
月
24
日
、
川
南
町
で
開
催

さ
れ
た
第
41
回
宮
崎
県
子
ど
も

会
育
成
大
会
で
、
大
河
内
子
ど

も
会
が
宮
崎
県
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
表
彰
団
体
の
部
で

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
大
河
内
子

ど
も
会
は
神
楽
や
美
化
活
動
な

ど
を
通
し
て
地
域
と
の
交
流
を

図
り
、
活
動
し
て
い
る
こ
と
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

大河内子ども会が団体の部で表彰

▲雌子牛の部で優等首席「ぼくゆう１８８号」

11
月
期

子
牛
郡
共
進
会

　

10
月
29
日
、
延
岡
市
で
11
月
期
子
牛
郡

共
進
会
が
行
わ
れ
、
椎
葉
村
か
ら
３
頭
が

優
等
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
雌
子
牛
の
部
】

　

優
等
首
席

　
　

椎
葉 

幸
司 

さ
ん（
竹
ノ
枝
尾
日
当
）

　
　

ぼ
く
ゆ
う
１
８
８
号

　
　
（
勝
平
正
×
梅
福
６
×
平
茂
勝
）

　

優
等
３
席

　
　

廣
末 

克
彦 

さ
ん（
不
土
野
上
）

　
　

こ
い
た
だ
ひ
め
号

　
　
（
忠
富
士
×
福
之
国
×
安
平
）

【
去
勢
子
牛
の
部
】

　

優
等
２
席

　
　

花
田 

友
雄 

さ
ん（
胡
摩
山
）

　
　

正
福
号

　
　
（
勝
平
正
×
安
平
×
上
福
）

　

11
月
25
日
、
平
成
16
年
度
に
起
こ
っ
た

台
風
災
害
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
受
け
た

焼
畑
資
料
館
が
、
尾
向
小
学
校
の
大
規
模

改
修
に
併
せ
て
新
た
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

当
資
料
館
は
、尾
向
小
学
校
に
隣
接
し
、
焼

畑
に
使
用
さ
れ
る
農
機
具
な
ど
が
展
示
さ

れ
、学
校
の
教
材
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
29
日
、
小
崎
小
学
校
で
社
会
福
祉

協
議
会
主
催
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
が
行
わ
れ
、
認
知
症
の
人
へ
の
接
し

方
や
対
応
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
講
座
修

了
後
、
児
童
に
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
お
年
寄
り
に
優
し
く
し
て
く
だ
さ
い
。

焼畑資料館
オープン

認知症って
なあに？　

渡
辺
伸
夫
氏
著
書
「
椎
葉
神

楽
発
掘
」
が
民
俗
芸
能
学
会
本

田
安
次
特
別
賞
を
受
賞
し
、
10

月
19
日
、
長
野
県
飯
田
市
で
開

催
さ
れ
た
民
俗
芸
能
学
会
大
会

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
優
れ
た
研
究
を
奨

励
・
顕
彰
す
る
こ
と
が
目
的
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

『椎葉神楽発掘』が本田安次特別賞を受賞
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村のできごと

　

10
月
26
日
、
村
体
育
館
で
県
内
外
か
ら

14
校
１
２
７
人
が
参
加
し
、
熱
気
、
活
気

に
溢
れ
る
錬
成
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
か
ら
参
加
し
た
児
童
生
徒
も
周
り

に
負
け
じ
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
28
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
戦
没
者

追
悼
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は

遺
族
や
福
祉
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
戦

没
者
を
忍
び
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　

11
月
16
日
、
17
日
に
大
阪
府
豊
中
市
に

あ
る
日
本
民
家
集
落
博
物
館
で
椎
葉
神
楽

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
大
阪
で
公
演

を
行
っ
た
尾
前
神
楽
保
存
会
は
、
椎
葉
か

ら
移
設
さ
れ
た
民
家
で
神
楽
を
披
露
し
、

椎
葉
の
神
楽
宿
を
再
現
し
ま
し
た
。ま
た
、

民
謡
披
露
や
物
産
販
売
も
あ
わ
せ
て
行
わ

れ
、
訪
れ
た
人
は
遠
い
大
阪
で
椎
葉
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
で
女
性
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
東

日
本
大
震
災
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品

「
生
き
抜
く
」
の
鑑
賞
が
あ
り
、
流
れ
る

映
像
の
あ
ま
り
の
悲
惨
さ
に
涙
す
る
人
も

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災
で
苦
し
み
な

が
ら
も
前
へ
進
も
う
と
頑
張
る
人
た
ち
の

姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
知
っ
て
お
得
な
女
性
の
心

の
健
康
」
と
題
し
、
人
間
関
係
ア
プ
ロ
ー

チ
宮
崎
〝
き
ら
き
ら
〟
代
表
理
事
の
辰
身

信
子
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ひえつきの里
剣道錬成会

椎葉中学校剣道部
県大会準優勝！

戦没者追悼式

椎葉神楽大阪公演

女性のつどい

ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会

　

椎
葉
中
学
校
３
年
生
の
山
本
真
由
さ
ん

（
竹
ノ
八
重
）と
那
須
葵
さ
ん（
岩
屋
戸
下
）

が
10
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間
、
神
奈

川
県
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
第
44
回
ジ
ュ

ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会
に
宮

崎
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
結
果

は
、
女
子
Ａ
砲
丸
投
げ
に
出
場
し
た
山
本

真
由
さ
ん
が
31
位
、
女
子
共
通
円
盤
投
げ

に
出
場
し
た
那
須
葵
さ
ん
が
18
位
と
２
人

と
も
上
位
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
那
須
葵
さ
ん
は
宮
崎
県
の
記
録
を
破

る
な
ど
自
分
自
身
の
持
っ
て
い
る
力
を
発

揮
し
ま
し
た
。

▲那須 葵 さん▲山本 真由 さん

　

11
月
９
日
、
宮
崎
市
で
開
催
さ
れ

た
第
37
回
宮
崎
県
中
学
校
秋
季
体
育

大
会
で
椎
葉
中
学
校
剣
道
部
が
女
子

団
体
戦
で
見
事
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

惜
し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た

が
、
準
優
勝
と
い
う
結
果
は
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
部
員
の
皆
さ
ん

は
、
悔
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ

の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
県
１
位
を
目
指

し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。
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カメラ さんぽ

とびがち大会
　

11
月
17
日
、
村
青
年
団
主
催
の
と
び
が
ち

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
村
内

の
小
中
学
生
約
50
人
が
参
加
し
、
寒
い
冬
を

吹
き
飛
ば
す
か
の
よ
う
に
元
気
い
っ
ぱ
い
椎

葉
街
道
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
、
不
土
野
小
学
校
・
保
育
所
の

子
ど
も
た
ち
が
、
イ
チ
ョ
ウ
の
落
ち
葉
を

使
っ
て
校
庭
に
お
つ
る
ち
ゃ
ん
を
描
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
作
業
中
に
風
が
吹
い
て
落
ち

葉
が
飛
ば
さ
れ
た
り
と
大
変
で
し
た
。
そ
こ

に
、
本
物
の
お
つ
る
ち
ゃ
ん
が
登
場
し
、
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
一
緒
に
記
念
撮
影
を

し
ま
し
た
。

　

11
月
22
日
か
ら
24
日
の
３
日
間
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ア
サ
ン
プ
シ
ョ
ン
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
ス
ク
ー
ル
の
生
徒
が
本
村
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、
生
徒
た
ち
は
イ
チ
ゴ
や
ト
マ
ト

な
ど
の
ハ
ウ
ス
や
牛
舎
を
訪
問
し
、
日
本
の

農
業
を
体
験
し
ま
し
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
、
あ
ま
り
牛
を
見
る
こ
と
が
な
い
よ
う
で
、

大
き
な
牛
に
驚
い
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
冬
が
な
い
た

め
、
椎
葉
の
冬
の
寒
さ
も
体
験
で
き
た
よ
う

で
す
。

落
ち
葉
で

　

お
つ
る
ち
ゃ
ん
！

椎
葉
を
満
喫
！

①八村杉の大きさにびっくり！②ミニト
マトの収穫を体験。③平家大いちょう太
鼓の皆さんに指導いただき、和太鼓にも
挑戦しました。④自分たちでソバをうっ
て食べました。⑤歓迎パーティーみんな
で記念撮影！

①②

③④

⑤
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　椎葉村青年団連絡協議会では、村の深刻な悩みである
お嫁さん不足を解消するために、青年団らしい方法で婚
活事業「恋旅」を開催します。
　10月に開催予定でしたが、諸事情により延期となって
いましたが、この度２月に開催が決定いたしました。当
初お申し込みいただいた皆さまに大変ご迷惑をおかけい
たしました。
　第１回恋旅では、２組が結婚している本当に真剣な婚
活事業です。皆さまのご参加を心からお待ちしています。

青年団!
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健
康
だ
よ
り
№194

　

お
酒
は
適
量
な
ら
ば
血
行
を
良
く
し
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
心
身
の
疲
労
回
復

に
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
飲
み
過
ぎ
る
と
身
体
的
・
精
神
的
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
冬
場
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま

で
の
飲
酒
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
飲
酒
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

今
だ
か
ら
こ
そ
考
え
る
『
飲
酒
』

　

節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
と
は
、「
１

日
平
均
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
グ
ラ

ム
」
の
飲
酒
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
種
類
に
よ
っ
て
次

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

適
量
で
あ
っ
て
も
、
毎
日
の
飲
酒
は

肝
臓
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

節
度
あ
る
適
度
な
飲
酒
量
と
と
も
に
、

ぜ
ひ
と
も
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
の

は
休
肝
日
の
設
定
で
す
。
１
週
間
に
２

日
は
必
ず
休
肝
日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

飲
み
会
が
続
い
て
飲
み
す
ぎ
だ
な
と
感

じ
た
と
き
は
、１
週
間
は
飲
ま
な
い「
休

肝
週
間
」
を
設
け
て
も
い
い
で
す
ね
。

　

次
の
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
あ

な
た
は
い
く
つ
あ
て
は
ま
り
ま
す
か
？

　

４
つ
の
う
ち
、
２
つ
以
上
あ
て
は
ま

る
場
合
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
度
が
高

い
状
態
と
い
え
ま
す
。

　

今
一
度
、
自
分
の
飲
酒
習
慣
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
等
で
次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
わ

れ
た
人
は
、
ぜ
ひ
飲
酒
を
控
え
、
節
酒

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◦
肥
満

◦
血
圧
が
高
い

◦
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
に

異
常
が
あ
る

◦
血
糖
値
が
高
い

◦
肝
機
能
に
異
常
が
あ
る

◦
尿
酸
値
が
高
い

◦
心
臓
に
異
常
が
あ
る

◦
消
化
管
に
異
常
が
あ
る　

な
ど

　

ま
た
、医
師
か
ら
持
病
の
関
係
で『
禁

酒
』
と
言
わ
れ
て
い
る
人
は
、
必
ず
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

い
か
が
で
す
か
？ 

普
段
の
晩
酌
で

飲
ん
で
い
る
量
と
比
較
し
て
ど
う
で

し
ょ
う
か
？ 

た
ま
に
あ
る
飲
み
会
の

時
は
こ
の
量
を
超
え
て
し
ま
う
に
し
て

も
、
普
段
の
晩
酌
で
こ
の
量
を
超
え
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
ア
ル
コ
ー
ル
の

適
量
を
知
ろ
う
！

休
肝
日
を
　
　
　
　
　

　
　
設
け
ま
し
ょ
う
！

最
後
に
　
　
　
　
　
　

自
分
の
ア
ル
コ
ー
ル
　

依
存
度
を
チ
ェ
ッ
ク
！

こ
ん
な
人
は
ぜ
ひ
飲
酒

を
控
え
ま
し
ょ
う
！

ビ
ー
ル
を
中
ビ
ン
飲
ん
だ

後
に
、
焼
酎
を
0.5
合
飲
む

と
い
う
の
は
、
適
量
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ

で
お
考
え
く
だ
さ
い
。

自
分
の
飲
酒
量
を
減
ら
さ
な

い
と
い
け
な
い
と
感
じ
た
こ

と
が
あ
る
。

❶
周
囲
の
人
に
自
分
の
飲
酒
を

批
判
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

❷
自
分
の
飲
酒
に
つ
い
て
後
ろ

め
た
い
気
持
ち
や
罪
悪
感
を

持
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

❸
朝
酒
や
迎
え
酒
を
飲
ん
だ
こ

と
が
あ
る
。

❹

アルコール

の種類

節度ある適度な

飲酒量（１日あたり）

ビール
中びん１本（500㎖）

まで

焼　酎 ０.５合（90㎖）まで

日本酒 １合（180㎖）まで

ワイン
グラス２杯（240㎖）

まで
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空
気
が
乾
燥
し
、
寒
く
な
っ
て
き
て
、
今
年
も
ま
た
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
て
し
ま
う
と
、
肺
炎
や
気
管
支
炎
ま
で
進
展

し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
、
更
に
は
持
病
の
悪
化
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。「
風

邪
か
な
？
」
と
感
じ
た
ら
、
栄
養
補
給
・
保
温
・
安
静
を
心
が
け
て
、
早
め
に
治
し

て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。

風
邪
の
と
き
に
と
り
た
い
食
事

　

胃
腸
の
消
化
・
吸
収
を
す
る
働
き
が

弱
ま
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご
飯
や
麺
な

ど
糖
質
を
中
心
と
し
た
消
化
の
よ
い
食

事
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
油
は

消
化
・
吸
収
を
妨
げ
る
の
で
控
え
、
煮

る
・
蒸
す
・
茹
で
る
な
ど
消
化
し
や
す

い
状
態
に
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
適
し
た
食
品

　

ご
は
ん
・
う
ど
ん
・
脂
質
の
少
な

い
鶏
肉
や
ヒ
レ
肉
・
も
も
肉
・
白
身

魚
・
豆
腐
・
卵
・
繊
維
質
の
少
な
い

野
菜
（
人
参
・
大
根
・
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

な
ど
）

○
控
え
る
食
品

　

イ
カ
・
タ
コ
・
ベ
ー
コ
ン
・
バ
ラ
肉
・

山
菜
・
ゴ
ボ
ウ
・
タ
ケ
ノ
コ
・
こ
ん

に
ゃ
く
・
キ
ノ
コ
な
ど

　

発
熱
や
下
痢
、
嘔
吐
の
あ
る
場
合
に

は
、
脱
水
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
こ
ま

め
な
水
分
補
給
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
や
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ

ラ
ル
分
も
失
わ
れ
る
た
め
、
野
菜
を
煮

込
ん
だ
ス
ー
プ
な
ど
が
お
す
す
め
で

す
。

　

風
邪
を
ひ
く
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
高
ま
る
の
に
対
し
、
食
欲
や
、
消
化
・
吸

収
の
低
下
が
見
ら
れ
ま
す
。
少
量
で
も
高
栄
養
の
食
事
を
と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
化
の
よ
い
食
品
を
　

食
べ
ま
し
ょ
う
！

こ
ま
め
な
水
分
補
給
！

気
を
つ
け
て
と
り
た
い
栄
養
素

健康だより〈No.194〉

　

身
体
を
芯
か
ら
温
め
る
こ
と
は
免
疫

を
高
め
ま
す
。
温
か
い
汁
物
を
飲
ん
だ

り
、
ネ
ギ
や
シ
ョ
ウ
ガ
を
使
っ
た
料
理

を
と
る
と
身
体
が
温
ま
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

身
体
を
温
め
る

①ビタミンＡ
鼻やのどなどの粘膜の
維持

（緑黄色野菜・レバー・
うなぎ・鶏卵など）

②ビタミンＢ１
糖質をエネルギーにか
え、体のだるさを軽減

（豚肉・魚など）

③ビタミンＣ
風邪に対する抵抗力を
高める

（野菜・果物など）

④たんぱく質
筋肉・内臓・皮膚・粘
膜などの材料になる

（魚介・肉・卵・大豆
製品・乳製品など）

からだぽかぽか生姜スープ♪
★作り方
① 生姜は皮をむき、千切りにする。

ネギは小口切りにする。
② 鍋に水を入れて沸騰したら①の

材料をいれ、鶏がらスープの素
を入れる。

③ 塩を入れ、卵をとき、流し入れ
ごま、ゴマ油を入れできあがり♪

（１人分）エネルギー：81kcal　
　たんぱく質：4.5g　脂質：6.1g

★材料（４人分）
○生姜・・・・ひとかけ　○ネギ・・・１本
○水・・・・・・800cc　　○卵・・・・・１個
○ゴマ油・・小さじ１　○ごま・・・適量
○塩・・・・・・適量
○鶏ガラスープの素・・・大さじ１
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
12
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
固
定
資
産
税
〕（
３
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
７
期
）

■
納
期
限　
　

12
月
27
日（
金
）

■
口
座
振
替　

12
月
26
日（
木
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
特
別
採
捕

に
つ
い
て

　

平
成
25
年
12
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３

月
15
日
ま
で
、
県
内
各
河
川
で
、
県
内
の

増
養
殖
用
種
苗
の
供
給
を
目
的
と
し
た
、

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ（
ウ
ナ
ギ
の
稚
魚
）の
特
別

採
捕
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

採
捕
で
き
る
の
は
、
漁
協
の
組
合
員
等

で
知
事
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
り
、
許

可
を
受
け
て
い
な
い
者
が
採
補
す
る
と
、

犯
罪
行
為
と
し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
ウ
ナ
ギ
稚
魚
の
取
扱
い
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
く
県
の
登
録
を
受
け

ず
に
、
全
長
25
㎝
以
下
の
ウ
ナ
ギ
稚
魚
の

所
持
・
売
買
等
を
行
っ
た
場
合
も
同
様
に

処
罰
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
農
政
水
産
部
水
産
政
策
課

　

漁
業
・
資
源
管
理
室

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
１
４
６

第
65
回
人
権
週
間

　

今
年
も
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
「
人

権
週
間
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

人
権
週
間
の
由
来
は
、１
９
４
８
年（
昭

和
23
年
）12
月
10
日
に
、
第
３
回
国
際
連

合
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人
権
宣
言
」
が

採
択
さ
れ
、
国
際
連
合
は
、
こ
の
日
を
記

念
し
て
、毎
年
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
を

推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る

よ
う
呼
び
か
け
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
の
12
月
10
日（
人

権
デ
ー
）ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
全
国
各
地
域
に
お
い
て
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
の
各
種

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
権
週
間
中
に
は
、
各
市
町
村
で
啓
発

活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

各
家
庭
で
人
権
に
つ
い
て
話
し
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
９
８
２（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

事
業
主
の
皆
さ
ま
、
雇
用
確

保
措
置
の
内
容
は
適
法
と

な
っ
て
い
ま
す
か
？

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
希
望
者
全

員
の
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
を
図
る
た

め
、
改
正
高
年
齢
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
、
企
業

規
模
や
業
種
に
関
係
な
く
全
て
の
企
業
に

適
用
さ
れ
る
法
律
で
す
。

　

こ
の
法
律
の
中
で
、
年
金
と
雇
用
を
確

実
に
結
合
さ
せ
る
た
め
、
以
下
の
高
年
齢

者
雇
用
確
保
措
置
の
導
入
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
だ
法
改
正
に
沿
っ
た
制
度
を

導
入
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
に
お
か
れ
て

は
、
早
急
な
導
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
65
歳
未
満
の
定
年
を
定
め
て
い
る
事
業

主
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の

制
度
の
導
入
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ

②
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
継
続
雇
用
す

る
制
度
の
導
入

③
定
年
制
の
廃
止

④
継
続
雇
用
制
度
に
係
る
経
過
措
置
の
導

入（
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
、
労

使
協
定
で
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度

の
対
象
者
の
基
準
を
定
め
て
い
た
場
合

に
限
り
、
平
成
37
年
３
月
ま
で
は
老
齢

厚
生
年
金（
報
酬
比
例
部
分
）の
受
給
開

始
年
齢
に
到
達
し
た
以
降
の
者
を
対
象

に
、基
準
を
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。）

　

ま
た
、
④
の
経
過
措
置
を
導
入
さ
れ
る

場
合
は
、
就
業
規
則
等
の
変
更
を
伴
っ
て

有
効
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
だ
変
更
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
事
業
主
に
お
か
れ
て

は
、
早
急
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
労
働
局
職
業
対
策
課

　

☎
０
９
８
５（
38
）８
８
２
４

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

12
月
10
日
・
１
月
14
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

村内のうごき  ●11月１日現在
　男　 1,450人（＋2）
　女　 1,487人（－2）
　計 　2,937人（±0）
世帯数 1,198戸（±0）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』



椎葉村国保病院 Infomation
【
注
　
意
】

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感

染
は
、
特
に
冬
季
に
流
行
し

ま
す
。

　

児
童
館
・
学
校
施
設
等
で

は
、
集
団
発
生
の
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
帰
宅
時
、
食
事
前

に
は
、
流
水
・
石
け
ん
に
よ

る
手
首
ま
で
の
手
洗
い
が
最

も
重
要
な
予
防
方
法
で
す
。

院
長　

吉
持 

厳
信

Shiiba Information
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広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

夜
間
お
よ
び
休
日
の
労
働
相
談

　

宮
崎
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労
働
者
と

使
用
者
と
の
間
の
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
期
間
は
、
平
日
夜
間
、
土
曜
日
、

日
曜
日
も
対
応
い
た
し
ま
す
の
で
、
現
在

ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
人
は
も
ち

ろ
ん
、
職
場
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
な

ど
、
労
働
問
題
の
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構

で
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

１
月
６
日（
月
）～
12
日（
日
）

　
　
　
　

平　

日　

８
時
30
分
～
20
時

　
　
　
　

土
・
日　

９
時
～
17
時

■
対
象
者

県
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
ま
た

は
そ
の
使
用
者

■
場
所　

宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

■
方
法

　

電
話
・
面
接
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル

※
土
・
日
曜
日
に
来
局
さ
れ
る
人
は
事

前
の
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
８
５（
26
）７
５
３
８

E-m
ail

：rohdohi@
pref.m

iyazaki.
lg.jp

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す

　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ア
イ
ヌ
の
方
々
の
た
め
の
全
国
一
斉
電
話

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
、
嫌
が
ら

せ
、差
別
な
ど
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

１
月
19
日（
日
）ま
で

※
12
月
28
日（
土
）～
１
月
５
日（
日
）を

除
く

■
時
間　

10
時
～
20
時

　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
は
18
時
ま
で
）

  
●
相
談
無
料 

●
匿
名
可 

●
秘
密
厳
守

■
問
い
合
わ
せ
先

　

人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
（
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
１
２
０（
７
７
１
）２
０
８

　
サ
ポ
ス
テ
出
張
相
談
窓
口

　

宮
崎
県
北
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
一
人
ひ
と
り
に
添
っ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
一
緒
に
考
え
、
就
労
・
就
学
な
ど
の

職
業
的
自
立
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
向
内
に
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
出
張
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
仕
事
に
関
す
る
悩

み
、
心
の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
悩
み
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
に
き

て
み
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

■
設
置
日

　

12
月
10
日（
火
）・
１
月
14
日（
火
）

　

２
月
18
日（
火
）・
３
月
11
日（
火
）

■
時
間　

10
時
～
16
時

■
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
向
大
会
議
室

■
申
込
方
法

　

電
話
か
メ
ー
ル
で
事
前
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
予
約
が
な
い
場
合
は
当
日

で
も
受
付
で
き
ま
す
。

■
対
象

就
労
・
就
学
な
ど
の
職
業
的
自
立
を
目

指
す
15
歳
～
40
歳
歳
未
満
の
若
者
と
そ

の
家
族

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
北
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
９
８
２（
21
）４
６
９
７

　

soudan@
m

-kenpoku-saposute.jp
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出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

尾
前 

珠じ
ゅ

菜な 

ち
ゃ
ん

（
竹
ノ
枝
尾
日
添
）孝
一
郎・ゆ
か
り 

さ
ん

死
亡　
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

甲
斐 

徳
美 

様
（
82
歳
）

　
　
　
　
　

松　

尾
（
小　

原
）

　

中
竹 

ヒ
サ
エ 

様
（
65
歳
）

　
　
　
　
　

松　

尾
（
栗
ノ
尾
）

　

甲
斐 

ヒ
サ
エ 

様
（
小
河
内
）

（
故　

甲
斐 
京
一 
様
）

　

椎
葉 

緑 

様
（
春
岩
尾
）

（
故 

椎
葉 

初
子 

様
）

　

椎
葉 

誠 

様
（
岩
屋
戸
中
）

（
故 

椎
葉 

良 

様
）

　

藏
座 

元
弘 

様
（
尾
手
納
）

（
故 

藏
座 

千
恵
美 

様
）

　

甲
斐 

宗
昭 

様
（
小　

原
）

（
故 

甲
斐 

徳
美 

様
）

感想、要望などお書きください。
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毎
月
広
報
し
い
ば
楽
し
み
に
す
み
か
ら
す
み
ま
で
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
お
盆
に
は
、
姉
、
弟
、
子
ど
も
、
孫
た
ち
と
大
勢
で
里
帰
り
し
て
、

と
て
も
楽
し
く
50
年
ぶ
り
く
ら
い
に
小
学
校
に
行
き
、
同
級
生
と
も
会
い
、
花

火
大
会
な
ど
も
あ
り
と
て
も
い
い
夏
休
み
で
し
た
。

平
家
ま
つ
り
に
も
１
度
行
っ
て
み
た
い
な
ぁ
と
広
報
し
い
ば
の
写
真
を
見
さ
せ

て
も
ら
う
ば
か
り
で
、
ま
た
子
ど
も
や
孫
た
ち
と
大
勢
で
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

今
年
は
行
け
そ
う
に
な
い
の
で
、
広
報
し
い
ば
で
写
真
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
く

だ
さ
い
ね
。

椎
葉
に
帰
る
と
人
々
が
と
っ
て
も
優
し
く
、
人
情
味
が
あ
っ
て
心
が
和
み
、
本

当
に
大
好
き
な
椎
葉
で
す
。
平
家
ま
つ
り
忙
し
い
で
し
ょ
う
が
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
の
広
報
し
い
ば
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

奥
村 

ト
チ
子 

様
（
大
阪
府
八
尾
市
）

○
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
尾
前
渓
谷
ま
つ
り
に
行
か
れ
た
の
で
す

ね
。
50
年
ぶ
り
に
行
っ
た
尾
向
小
学
校
は
い
か
が
で
し
た
か
？ 

同
級
生
と

の
話
も
盛
り
上
が
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。

　

今
年
も
平
家
ま
つ
り
の
写
真
を
た
く
さ
ん
掲
載
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
雨
が

降
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
パ
レ
ー
ド
も
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
安
心
で
し
た
。

い
つ
か
、
平
家
ま
つ
り
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
生
で
パ
レ
ー
ド
を
見
て
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

戸
籍
だ
よ
り
（
10
月
届
出
分
）

香
典
返
し

（
10
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

１
日　

元
日

４
日　

成
人
式
（
開
発
セ
ン
タ
ー
）

６
日　

仕
事
始

　
　
　

消
防
出
初
式

　
　
　

小
中
学
校
３
学
期
始
業
式

７
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
日
脳
・
四
混
・
三
混
）

10
日　

椎
葉
中
学
校
入
学
・

　
　
　
　

入
舎
説
明
会

12
日　

第
４
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗

　
　
　
　

駅
伝
競
走
大
会
（
開
会
式
）

13
日　

第
４
回
宮
崎
県
市
町
村
対
抗

　
　
　
　

駅
伝
競
走
大
会

14
日　

行
政
相
談

　
　
　
　
（
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
ヒ
ブ
・
Ｍ
Ｒ
・
ポ
リ
オ
）

19
日　

家
庭
の
日

21
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
肺
炎
球
菌
・
日
脳
）

28
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
四
混
・
三
混
）

　
　
　

妊
婦
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

１
月
の
主
な
行
事
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選
評
・
角
　
光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

出
雲
へ
と
神
発
ち
ま
せ
し
狐
守
る	

中
瀬　

汀

［
評
］
こ
の
句
は
陰
暦
10
月
に
神
々
達
が
鎮
座
の
地
を
離
れ
て
留
守
に
さ
れ
る
。
神

の
旅
を
さ
れ
て
出
雲
に
集
合
さ
れ
る
。
実
は
私
は
近
く
の
神
社
に
行
っ
て
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
。
神
主
様
は
、
ま
こ
と
に
真
面
目
顔
で
う
ち
の
神
社
は
あ

そ
こ
に
見
え
て
い
る
ポ
プ
ラ
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
か
ら
出
雲
へ
行
か
れ
る
と
、

そ
れ
か
ら
ど
こ
や
ら
の
神
様
は
、
神
域
の
す
ぐ
脇
を
流
れ
て
い
る
川
に
そ
っ

て
出
雲
ま
で
行
か
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
神
主
さ
ん
が
、
神
々
の
ま
こ

と
し
や
か
な
行
動
を
説
明
な
さ
っ
た
の
で
私
は
あ
り
が
た
く
日
本
の
神
様
の

出
雲
へ
の
旅
行
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。だ
か
ら
今
、神
社
に
残
っ

て
い
る
狐
が
ぐ
っ
と
顎
を
あ
げ
て
遠
く
を
見
つ
め
て
い
る
石
造
の
狐
で
も
日

本
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
い
る
。「
守
る
」
の
表
現
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

ひ
ん
や
り
と
鳥
肌
立
て
る
秋
の
風	
中
瀬　

ヤ
ス
エ

［
評
］
秋
風
が
腕
を
吹
き
ぬ
け
て
鳥
肌
と
な
る
。
鳥
肌
と
い
う
の
は
鳥
の
毛
を
取
っ

た
後
の
肌
の
よ
う
に
俗
に
総
毛
立
つ
こ
と
。
少
々
大
げ
さ
な
表
現
に
な
る
が

い
た
し
か
た
な
い
。
描
写
の
目
は
す
る
ど
い
。

猫
道
の
一
桝
あ
け
て
障
子
貼
る	

那
須　

正

［
評
］
句
意
は
明
瞭
。
那
須
さ
ん
の
お
家
に
は
可
愛
い
猫
が
通
る
道
が
安
全
に
出
来

て
い
る
。
勿
論
春
風
も
通
る
。

《
佳
作
》

柚
子
の
香
の
平
家
ま
つ
り
の
御
幣
か
な

山
本　

和
枝

大
和
絵
巻
終
え
て
控
え
し
冬
将
軍

黒
木　

八
重
子

臼

太

鼓

鐘

の

音

清

し

踊

り

歌

那
須　

瑞
穂

友
の
文
開
き
零
る
る
里
も
み
じ

小
丸
川　

隆

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

本
格
的
な
冬
の
到
来
。
寒
い
の
が
苦
手
な
私
に

と
っ
て
憂
鬱
な
日
々
が
始
ま
り
ま
す
▼
な
か
な

か
布
団
か
ら
出
る
こ
と
も
で
き
ず
、
通
勤
の
車

の
中
は
ま
る
で
冷
凍
庫
▼
雪
が
積
も
っ
て
通
勤

も
時
間
が
か
か
る
し
▼
唯
一
、
楽
し
み
な
の
は

峠
か
ら
見
る
一
面
の
銀
世
界
▼
ま
る
で
、
時
間

が
止
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
て
し
ま

い
ま
す
▼
で
も
、
寒
い
の
は
嫌
だ
な
ぁ
。
何
か

お
す
す
め
の
防
寒
グ
ッ
ズ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く

だ
さ
い
！
（
梅
吉
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
始
ま
っ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
の

３
日
間
。
今
年
も
た
く
さ
ん
写
真
を
撮

影
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
の

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
見
る
平
家
ま
つ
り

は
と
て
も
華
や
か
で
、
ま
つ
り
に
来
ら

れ
た
人
み
ん
な
が
笑
顔
で
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
人
か
ら「
頑
張
っ
て
ね
」

と
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

中
に
、「
椎
葉
の
人
は
温
か
く
て
大
好

き
、だ
か
ら
毎
年
来
る
と
よ
」っ
て
言
っ

て
く
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
と

て
も
う
れ
し
く
て
、
頑
張
ろ
う
っ
て
思

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
温
か
く
人
を
迎
え
ら
れ

る
椎
葉
村
で
有
り
続
け
た
い
で
す
ね
。

『
華
や
か
な
平
家
ま
つ
り
』

　

今
年
も
椎
葉
村
青
年
団
連
絡
協
議
会
で

は
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
が
い
る
お
家
を
対

象
に
、
青
年
が
サ
ン
タ
に
な
っ
て
皆
さ
ん

の
お
家
に
伺
い
ま
す
。

　

青
年
サ
ン
タ
が
子
ど
も
た
ち
に
、

　

◎
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
て
！

　

◎
楽
し
く
遊
ん
で
！

　

◎
今
年
１
年
を
締
め
く
く
り
ま
す
！

　

も
ち
ろ
ん
、
ご
希
望
の
演
出
な
ど
も
承

り
ま
す
。

　

青
年
サ
ン
タ
に
来
て
も
ら
い
た
い
子
ど

も
た
ち
！ 

大
人
の
皆
さ
ん
も
！ 

青
年
サ

ン
タ
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
！

　

ち
な
み
に
、
子
ど
も
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

会
も
伺
い
ま
す
。
ト
ナ
カ
イ
も
行
く
か

も
・
・
・
。

■
日
時　

ご
希
望
の
日
時
に
伺
い
ま
す

■
募
集
締
切　

12
月
18
日（
水
）ま
で

■
準
備
す
る
も
の

　

子
ど
も
に
渡
す
プ
レ
ゼ
ン
ト

椎
葉
村
青
年
団
連
絡
協
議
会
情
報

ダ
ン
ダ
ン
ダ
ダ
ダ
ン

　
　
　
　
　
青
年
団
！

『
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ン
タ
♪
』

■問い合わせ先
　椎葉村青年団連絡協議会
　事務局（役場 教育委員会内）
　☎０９８２－６７－２８５０
　※または、各地域の青年団
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　おつるちゃんは、椎葉平家まつりで椎葉村のＰＲ活動を行いまし
た。椎葉街道を歩いていると、たくさんの人から「かわいい～」「一
緒に写真撮らせてください」と幼児からお年寄りまで大人気。おつるちゃ
んキャンディーを渡すと皆さん喜んでくれました。オープニングセレモ
ニーでは、昨年の大八郎さん、観光レディーさんと久しぶりに会えて嬉
しかったようです。
　椎葉平家まつりはみんな笑顔で楽しいな、うれしいなと思うおつる
ちゃんでした。

ゆるキャラグランプリの結果が発表され
ました。今年は、１５７９体中４１３位
でした。４１１７票も皆さんに投票して
もらってとってもうれしいです。来年は
もっと上に行けるようにＰＲ活動頑張っ
ていきます！応援してくれた皆さんあり
がとうございました。

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！21
椎葉平家まつりサイコーの巻

　バッタ科ツチイナゴ属に属するバッタの仲間で、日
本では本州、四国、九州、南西諸島に分布します。体
長はオスで50～55㎜、メスで50～70㎜程と大型です。
全身に細かい毛が生え、背中には白い筋があります。
また、涙を流しているような、複眼を通る縦の黒筋が
特徴です。九州以北に分布するバッタの仲間はふつう
春に孵化して秋に成虫になり、卵で越冬しますが、ツ
チイナゴだけは初夏に孵化して10月頃から成虫にな
り、そのまま越冬します。幼虫は鮮やかな緑色をして
いますが成虫になると褐色になり、季節ごとの背景に
上手に隠れます。冬は枯れ草の間など暖かい環境で寒
さをしのぎます。イネ科よりも葉の広い植物、特にク
ズを好んで食べるのでクズが繁茂する草原でよく見ら
れます。椎葉を含む宮崎県ではバッタやカマドウマな
ど含め、方言で「ぎめ」と言い、痩せた人を指す言葉
としても使われています。

（九州大学演習林　山内　康平・内海　泰弘）

ツチイナゴ
34椎葉の生き物

BOOK  CORNER

　

将
来
に
対
す
る
漠
と
し
た
不
安
を
抱
え

な
が
ら
も
、
無
気
力
に
過
ご
し
て
い
た
平

凡
な
高
校
生
の
僕
の
も
と
に
、
あ
る
夏
の

日
、
美
し
い
女
の
子
が
や
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、
彼
女
か
ら
、
そ
の
後
の
僕
の
人
生

を
変
え
る
教
え
を
聞
く
こ
と
に
な
る
。
い

つ
し
か
彼
女
に
恋
心
を
募
ら
せ
て
い
た
彼

の
前
に
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
彼

女
の
秘
密
と
は
…
。

　

ネ
コ
っ
て
、
夜
に
は
ど
こ
へ
行
く
の
か

な
？ 

あ
る
晩
、ネ
コ
の
マ
ル
コ
ム
は
す
っ

か
り
お
め
か
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
マ

リ
ー
・
エ
レ
イ
ン
は
気
に
な
っ
て
し
か
た

が
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
い
っ
ぱ
い
の
絵
本
！

イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
絵
本
作
家
ジ
ョ

ン
・
バ
ー
ニ
ン
ガ
ム
の
夢
と
冒
険
の
世
界

へ
よ
う
こ
そ
！

『ひみつだから！』
【出版社】岩崎書店

（文・絵）ジョン・バーニンガム

『
君
と
会
え
た
か
ら
』

【出版社】ディスカヴァー・トゥエンティワン
（著）喜多川 泰

○椎葉村民図書室の蔵書を、インターネットで検索できます。
　http://www.lib-finder2.net/shiiba
■問い合わせ先　椎葉村教育委員会
　☎0982-67-2850　無料☎767-0082


